
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島市植物公園 

見どころ案内 

2021 年 12 月 18 日 
通巻第 525 号 

✿ 毎週土・日曜日・祝日 午後１時半～３時２０分は、ガイドボランティアが園内を案内します✿ 
✿ 毎月第２火曜日・第４土曜日 午前１１時～は、職員による植物うんちく語りを実施します ✿ 

展示会のご案内 
 
◇展示資料館（12/4～12/26） 

植物公園コレクション展 
新春小品盆栽展（1/4～1/6） 

◇展示温室（11/20～12/25） 
クリスマスを飾るフラワー展 

オオシマノジギク 
（キク科） 

 オオシマノジギク
は奄美諸島に自生す
る野菊。海岸に自生
する野菊の中で最も
南に分布し て い ま
す。 

レモン （ミカン科） 

 広島県が生産量日本一
（2018 年時点のシェアは
約 5 割）の柑橘類です。大温
室前では、他にも色々な種類
が実っています。 

クロガネモチ 
（モチノキ科） 

小さな赤い実をたくさ
んつけています。雌雄異株
ですが受粉しなくても雌
株は赤い実を付けること
ができます。そのため流通
しているクロガネモチは
ほぼ雌株です。 

クリスマスを飾る 
フラワー展（～12/25） 

 ポインセチアやクリス
マスベゴニア、クリスマス
ローズなどクリスマスシ
ーズンに見られる花と装
飾を展示しています。 

ストック 

カリン 

クレロデンドルム・スプレンデンス 
 （シソ科） 

 熱帯アフリカ原産のつる性植物で、大温
室の柱に絡みついています。小さくて真っ
赤な花を次々に咲かせています。 

雪吊り 
アオギリ（実） 

アメリカヒイラギ （モチノキ科） 
 ヒイラギとありますが、クリスマ
スでおなじみのホーリー（モチノ
キ）のなかまで、雌の木には赤い実
をついています。 

パンジー 

ウナズキヒメフヨウ、

パボニア・グレヒリー 

チャバンセンニン 

プリムラ 

センリョウ（千両） 

マンリョウ（万両） 

ヤマコウバシ 
（クスノキ科） 

葉を揉んだりすると香
りがすることが名前の由
来です。冬に葉が枯れて
も、枝についたまま春に新
芽が出るまで落ちません。
これにあやかって当園で
は平成20年から合格祈願
のお守りとして販売して
います。 

ストレリチア 
（ゴクラクチョウ科） 

和名の極楽鳥花（ゴクラ
クチョウカ）の通り、鳥に
似たエキゾチックな花を
咲かせます。古くから沖縄
などで観賞用として栽培
されています。 

ストロビランテス・

ハミルトニアナ 

ヒマラヤトキワサンザシ 


